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授業科目名 確率・統計Ｂ

授業科目名
（フリガナ）
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開講キャンパス 東広島 開設期 3年次生   後期

曜日時限 水 ３時限,４時限 講義室 理B301

授業の方法 講義
授業の方法
【詳細情報】

講義中心、板書多用

単位 2 週時間 2

対象学生 理学部数学科３年次生

授業のキーワード 大数の法則，中心極限定理，母集団と標本分布，推定，仮説検定

教職専門科目 教科専門科目

プログラムの中での
この授業科目の
位置づけ

数学情報課題研究で，確率論，統計学分野の研究を行うために必要な基礎知識を獲得するための科目。確率・統計Aの続きで
ある。

到達度評価の評価項目

数学プログラム
（知識・理解）
・上記理論の延長上にある先端的理論の幾つかに関する知識と展望

授業の目標・概要等
確率変数の分布と，その収束の概念，基本定理について講義する。統計的推測論の基礎として，標本分布の導出，推定，検
定の概念および基礎理論について講義する。

授業計画

第1回　確率・統計Aの復習
　確率空間、確率変数の分布、期待値、特性関数
第2-4回　確率変数の収束
　確率収束、大数の法則、分布収束、中心極限定理、概収束、漸近公式
第5-7回　母集団分布と統計モデルについて
　標本、無作為抽出、母集団分布、統計モデル、
　統計量の分布、順序統計量
第8回　中間試験
第9-12回　推定
　推定量の評価基準、不変推定、ラオ－ブラックウェルの定理、最尤法、区間推定
第13-15回　検定
　仮説検定の諸概念、ネイマン－ピアソンの補題、最強力検定、最尤法

中間試験、および、期末試験を実施
状況に応じて、中間試験をレポートに変える

教科書・参考書等 教科書：「確率・統計の数学的基礎」（藤越、若木、柳原著）

授業で使用する
メディア・機器等

テキスト

予習・復習への
アドバイス

予習：各回の授業内容に関して，前もってテキストに目を通し，分からない部分を特定しておく。
復習：テキストの各節の後にある演習問題を解く。

履修上の注意
受講条件等

確率・統計Aの内容を理解しておくことが望ましい

成績評価の基準等 試験結果（レポート）に出席状況を加味して評価する

メッセージ

その他


